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ふれあいサロンの

↑このキャプションはダミーです！
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昨年に引き続き、盛岡市の『マナフラスタジオ プア

マエオレ』の先生と有志の生徒さん方が出演してくだ

さいました。猛烈な暑さで、音響機器のトラブルが起

きたものの、カラフルな衣装と優雅なダンスの魅力で、

それらを一瞬で吹き飛ばし、会場を盛り上げてくださ

いました。

マナフラダンサーズのパフォーマンスのようす

消防士さんに消火器の使い方も教わったよ！

万が一のケガや事故に備えて・・・

お申込みいただいた方全員、ボランティア保険に

加入いたします。

※保険料の自己負担はありません。
持ち物は？

・防寒着

・長くつ

・手ぶくろ・帽子

・マスク

スノーバスターズとは？

この文章はダミーです。文字の大きさ、量、字

間、行間等を確認するために入れています。

この文章はダミーです。この文章はダミーで

す。文字の大きさ、量、字間、行間等を確認す

るために入れています。この文章はダミーで

す。文字の大きさ、量、字間、行間等を確認す

るために入れています。この文章はダミーで

す。

例年の活動には、中高生などの

若い世代およそ100人ほどが隊員として

参加してくれる一方で、“訪問先まで車を

運転して送迎できる”大人のボランティア

隊員が不足傾向にあります。

ぜひ、大人も奮ってご参加ください

令和６年能登半島地震
ボランティア・被災地への支援をお考えの方へ

ボランティア活動をしやすいよう、さまざま

なサポートをしています。

・ ボランティア団体同士の交流や連携の仲介

・ ボランティア活動に必要な物品の貸し出し

活動中の事故やさまざまなリスクに備え、

安心してボランティア活動等に取り組めるよ

うに、ボランティア活動保険や、ボランティア

行事用保険等への加入を促進しています。

令和７年７月９日（水）、雫石中学校を会場に、世代間交流体

験『ようこそ先輩』が開催され、町内のふれあいサロンスタッフ

３３名と、雫石中学校３学年の生徒１２３名が参加しました。これ

は、ふれあいサロンスタッフ研修会と中学校の出前講座を兼ね

た取り組みで、地域とのつながりを深めることを目的に初めて

開催したものです。

サロンスタッフ研修会
開催しました!!

ボランティア活動の
企画・仕組みづくり

また、万が一の際は、保険金の請求手続き

にかかる各種書類の準備や連絡・調整など、

手続きのサポートも行なって

います。

・ スキルアップのための研修会の開催

・ 情報紙「ぼらっと」やWebサイト、ＳＮＳで

最新情報の発信＆活動ＰＲ など

Q＆A

A
世代をつなぐ交流のひととき

研修会の終わりには、「袋詰めゲーム」とし

て、スティックコーヒーやキャンディーなどを

ビニール袋に詰めました。参加者の中には、

同じモノを選んで丁寧に詰める人もいれば、

とにかくギュウギュウに押し込む人もいて、

それぞれの個性が光る、楽しいひとときとな

りました。

3年生は、この日のために、県立大学の本間先生を講師に迎え、事前学

習として「コミュニケーション」のあり方を中心に学んできました。また、企

画・進行を担当し、ふれあいサロンの皆さんに対して、それぞれが工夫を凝

らした“おもてなし”を実践しました。

活動後は、それぞれのクラスに分かれて給食をいただきな

がら、「昔は給食なんて無かったんだよ」「お弁当ですか？」

「自分でどんなものを作っていたんですか？」といった会話

が弾み、交流を深めるひとときとなりました。

(なかには『こんなに楽しいなら、毎日中学校に来たい』と話

されるサロン会員も )

地域を支える世代と、未来を担う中学生が直接触れ合う機

会は、互いの理解を深める大切な一歩となったのではない

でしょうか。

テーブルゲーム：巨大トランプで対決だ!!

花道を作ってお見送り♪

ーふれあいサロンスタッフ研修会×雫石中学校出前講座『ようこそ先輩』ー
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雪んこ見守り隊

隊員大募集中 !!

この情報紙は、赤い羽根共同募金の配分金を財源に発行しています

~ 自分のまちをよくするしくみ ~

童謡の滴(うたのしずく)

・代表者…藤原恒子 氏

・会員数…３５名

・活動日時…夏場：月３回ほど 冬場：月２回ほど

13時30分～15時30分

・主な活動場所…雫石町中央公民館 ／ 雫石公民館

ボランティア団体紹介

ともに彩る、しずくいし

特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始

日から補償対象となります。

なお、令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症は補償

対象外となりました。

ボランティアフェスティバル ３０年の歴史に幕

ご興味がある方は、

お気軽に

ご連絡ください
謝礼金は、利用料

と地域の皆さまから

お寄せいただいた

社会福祉協議会費

によって賄われて

います。

家庭部のみなさんが

午前中に手打ちしたそば

なんとパッケージも手作りです！

体験プログラムの一部を
ご紹介します♪

体験プログラムの一部を
ご紹介します♪

雫石町社会福祉協議会【おでかけ援助サービス担当：キクチ】

T E L

E-mail

019-6９２-２２３０
kikuchi@shisha.or.jp

お問い合わせ先

童謡の滴
う た の し ず く

「童謡の滴」は、童謡や唱歌を通じて地域に笑顔を届ける活

動をしているボランティア団体です。

平成６年（１９９４年）、『まちに音楽を』『地域で親しまれてき

た童謡や唱歌を次の世代へ』という想いから結成され、活動

は今年で３１年目を迎えます。普段の練習会では、柔軟体操や

発声練習ののち、四季折々の歌や合唱曲など５～６曲を練習

されています。その成果は、「雫石町芸術祭」や県童謡団体連

絡協議会が主催する「いわて童謡唱歌のつどい」などのイベ

ントで披露されているほか、保育園や福祉施設への訪問活動

にも生かされています。

例年開催しておりました「しずくいしボランティアフェス

ティバル」は、今年度より赤い羽根チャリティーショーと統

合され、新たなカタチとして、地域福祉を盛り上げるイベ

ントを目指していきます。

新たなカタチでスタート

開催日時：令和６年１０月１日 PM
開催場所：雫石町中央公民館

~ 赤い羽根チャリテｚｃィーショー開催決

定 ~

↑ 昨年(Ｒ６)１０月開催の赤い羽根チャリティーイベント
会場を巻き込み『手のひらを太陽に』を手話つきで熱唱♪

隊

おわびと訂正

ぼらっと１１５号（令和６年７月発行）の掲載

内容について、右記の通り誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

訂正前 精神保健ボランティア うぐいすの会

・活動日時…月 1 回(一休さん)

訂正後 ・活動回数…年 ６ 回(一休さん)

申請期間

皆さまからお寄せいただいた赤い羽根の募金を、身近な地域福祉

活動に活用いただくため、助成事業の募集が行われています。

対象団体

地域の福祉向上を目的に活動しているボランティア団体・

NPO、 町内会・自治会等の任意の住民グループ

１事業あたり 1万円～20万円まで

助成額

令和6年10月15日（火）～令和6年12月13日（金）まで

※申請には雫石町共同募金委員会の意見書が必須です。

まずはお早めにご相談ください。

福祉のまちづくり支援事業を

活用し、雫石谷地行政区の

公民館にエアコンが

設置されました！

詳しくはコチラから
岩手県共同募金委員会の
ＷＥＢサイトを
ご確認ください

練習の見学は

どなたでも自由にOK！

お気軽にいらして

ください♪

「手伝えるよ」って、

けっこうカッコいい。
~災害ボランティア事前登録実施中~

令和７年度ボランティア活動保険
〔補償期間：Ｒ７.４.１～Ｒ８.３.３１〕

基本プラン
３５０円

天災プラン
５００円

死

亡

・
ケ

ガ

の

補

償

死亡保険金 １，０４０万円

後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額）

入院保険金日額 ６，５００円

手術保険金
入院中の手術 ６５，０００円

外来の手術 ３２，０００円

通院保険金額 ４，０００円

特定感染症 補償開始日から補償

× 〇

賠償責任保険金
(対人対物共通)

５億円（限度額）

当ボランティア活動センターでは、毎年１～２月 毎週土曜日

に、中高生を中心に『雪んこ見守り隊』を結成。ボランティア隊

員たちが高齢者や障がい者世帯を訪問し、安否確認と玄関先

の除雪を実施しています。

今シーズン最後の活動となった2/2２(土)には、通常の活動

に加え、雫石中学校家庭部の皆さんが手打ち蕎麦を用意♪

中高生隊員らが『これを食べて、来年の冬もお元気でお会い

しましょう』などと声をかけながらお蕎麦を手渡すと、訪問先

の方々から『来年もよろしくね』 『ありがとう』 と感謝の言葉

をかけていただく様子が見られました。

代表の藤原さんは『最近は男性会員も増え、混声

合唱もできるようになりました。会員の平均年齢

は約８３才ですが、「みんなで楽しく」をモットーに、

今後も活動を続けていきたいですね』とお話しさ

れていました。

「やってみる」から「会ってみる」へ ステップアップした福祉教育

災害復興支援で全国的に有名なお二人

永野海弁護士

被災者支援の分野で全国的に知られる

永野海弁護士(左)と風組関東代表小林直樹氏(右)

が登壇されました！

シニア体験メガネを装着して本を読んでみる児童 (４月)

七ツ森小４年生、福祉施設を見学

着付けできる方たちよ、
チカラを貸して！体験した子どもたちの感想

８月１１日（月・祝）に開催される「雫石よしゃれ祭」に、雫石

中学校の生徒たちが衣装を着て参加する予定です。

わたしは、お年寄り（の体験をしている子）のペース

に合わせて歩いたり、声をかけてサポートしました。

でも、お年寄りは耳が聞こえにくいこともあって、

どうしたら伝わるか、考えながらサポートしました。

今回の訪問に先立ち、児童たちは４月に町社協の「シニア体験出前講座」

で、高齢者の気持ちや暮らし、相手の立場に立って考える大切さを学んで

きました。

その学びを深めるために行われた今回の施設訪問で、児童たちは普段見

ることのない福祉施設のようすを見学し、職員の話に耳を傾けながら熱心

にメモを取っていました。

【ボランティア募集】

雫石よしゃれ祭での浴衣着付けサポートのお願い

８月１１日（日・祝）に開催される「雫石よしゃれ祭」に、雫石中学校の生徒たちが浴衣？着物？(かすり？)を着て参加します。

この浴衣？着物？(かすり？)の着付けは、例年、町婦人会と保護者（ＰＴＡ）の皆さんが行っていますが、当日その保護者の

方々に着物(かすり？)の着せ方をお教えいただけるボランティアの方を募集しています。

■活動内容

保護者（ＰＴＡ）への浴衣？着物？(かすり？)の着付け指導（当日）

■日時（予定）

８月１１日（日・祝）１３時頃集合予定

※集合場所・時間などの詳細は、ご協力いただける方に後日お知らせいたします。

■対象

浴衣の着付けができ、保護者の方にわかりやすく教えていただける方

■その他

・動きやすい服装でお越しください

・当日は暑さが予想されますので、体調にご配慮のうえご参加ください

■お申し込み・お問い合わせ

ご協力いただける方は、○○（担当者名・連絡先）までご連絡ください。

みなさまのご協力をお待ちしております！

写真・実際に着付けのした生徒らの写真があれば、なおいいかも。

児童たちにとって、高齢者や障がいのある方など、多様な人々への理解

を深めるとともに、他者を尊重することの大切さを学び、福祉の仕事にふ

れる貴重な時間となったようです。

◆活動日時 ８月１１日（月・祝） １５時頃～ （３０分ほど）

※詳細はご連絡いただいた方にお知らせします。

◆募集対象 着付けの方法を保護者の方にやさしく教え、

サポートしていただける方

ご協力いただける方は、ぜひ雫石中学校(担当：教務主任

伊藤郁子先生)までご連絡ください

０１９ー６９２ー０３２１

毎年、この着付けは町婦人会と保護者（ＰＴＡ）の

皆さんが行っていますが、当日その保護者の方々

※イメージです。今はやりの
ＡＩで生成してみました。

メモを取りながら職員の説明に聞き入る児童たち

「松寿荘」を訪れた児童が「“きざみ食”や“とろみ食”って何ですか？」「イ

スのないテーブルがあるのは、車イスの人のためですか？」など、見学を通

して生まれた素直な疑問を職員にたずねる姿が見られたほか、「希望ヶ丘

学園」の利用者の作品を見た児童からは「こんな細かいもの、わたしには作

れない。すごいなぁ！」と感嘆する声も上がっていました。

シニア体験ゴーグルを装着して

本を読もうとする児童(R7.４月)

「私にできること、

案外あるかも。」
~災害ボランティア事前登録実施中~

近年、全国各地で自然災害が多発しています。当町でも

平成25年の大雨災害時には、多くの災害ボランティアの

方々にご支援いただきました。

現在、当ボランティア活動センターでは「災害ボランティ

ア事前登録」を推進し、登録者へEメール等で活動情報や

講座開催のご案内を直接お送りしています。

活動は、片づけや避難所の支援、物資の仕分けなど、力

仕事でなくても参加できます。「いざという時、誰かのチカ

ラになりたい」―その気持ちが復興の支えになります。ご

登録をお待ちしています。

【募集対象】 町内に在住、あるいは通勤・通学しているの方

(※未成年の方は保護者の同意が必要です）

【登録方法】

令和７年７月２日（水）、七ツ森小学校４年生の児童１４名が２グループに

分かれ、「養護老人ホーム松寿荘」と障がい者施設「希望ヶ丘学園」を訪問。

施設内を見学したほか、各施設で働く職員の方々からお話を伺い、理解を

深めました。

に衣装の着付け方を指導していただ

けるボランティアの方を募集していま

す。「着付けできるよ」「ちょっと教え

るくらいなら」という方、ぜひチカラ

をお貸しください！

右記の２次元コードをスキャン

していただくか、町総合福祉セ

ンター窓口でお尋ねください。
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